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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 １ 部 門 第 １ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 5 年 7 月 1 4 日 ( 2 0 2 3 . 7 . 1 4 )
　
【 国 際 公 開 番 号 】 W O 2 0 2 2 / 0 9 2 1 7 0
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 2 - 5 5 9 2 1 2 ( P 2 0 2 2 - 5 5 9 2 1 2 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｃ １ ２ Ｎ 1 5 / 1 1 3 ( 2 0 1 0 . 0 1 )
   Ｃ １ ２ Ｎ 1 5 / 0 9 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ０ １ Ｋ 6 7 / 0 3 3 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｃ １ ２ Ｎ 1 5 / 1 1 3 　 　 　 Ｚ Ｚ Ｎ Ａ
　 Ｃ １ ２ Ｎ 1 5 / 0 9 １ ０ ０  　 　 　
　 Ａ ０ １ Ｋ 6 7 / 0 3 3 ５ ０ １  　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 5 年 4 月 2 7 日 ( 2 0 2 3 . 4 . 2 7 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
（ i ） Ａ Ｍ Ｐ Ｋ 、 Ｔ Ｂ Ｃ １ Ｄ ７ 、 Ｔ Ｓ Ｃ １ 、 Ｔ Ｓ Ｃ ２ お よ び Ｒ ｈ ｅ ｂ か ら な る 群 よ り 選 ば  
れ る 少 な く と も １ つ の ｍ Ｔ Ｏ Ｒ パ ス ウ ェ イ の 因 子 、
（ i i ） Ａ ｋ ｔ パ ス ウ ェ イ の 因 子 、
（ i i i ） ｍ Ｔ Ｏ Ｒ パ ス ウ ェ イ お よ び Ａ ｋ ｔ パ ス ウ ェ イ の 上 流 因 子 、 お よ び
（ i v ） ｍ Ｔ Ｏ Ｒ パ ス ウ ェ イ お よ び Ａ ｋ ｔ パ ス ウ ェ イ の 下 流 因 子
　 か ら な る 群 よ り 選 ば れ る 少 な く と も １ つ の 成 長 調 節 関 連 遺 伝 子 と 、
　 任 意 選 択 で さ ら に 脱 皮 関 連 因 子 よ り 選 ば れ る 少 な く と も １ つ の 脱 皮 関 連 遺 伝 子 と
を 含 む 遺 伝 子 の 機 能 、 ま た は 当 該 遺 伝 子 の 転 写 産 物 も し く は 翻 訳 産 物 の 機 能 を 調 節 す る 工  
程 を 含 む 、 十 脚 目 に 属 す る 動 物 の 成 長 を 調 節 す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 遺 伝 子 が 、 Ｅ ｃ Ｒ 、 Ｋ ｒ － ｈ １ 、 Ｍ ｅ ｔ お よ び Ｍ Ｉ Ｈ か ら な る 群 よ り 選 ば れ る 少 な く  
と も １ つ の 脱 皮 関 連 遺 伝 子 を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 Ａ ｋ ｔ パ ス ウ ェ イ の 因 子 が 、 Ａ ｋ ｔ 、 Ｆ Ｏ Ｘ Ｏ 、 Ｐ Ｄ Ｋ お よ び Ｐ Ｔ Ｅ Ｎ か ら な る 群  
よ り 選 ば れ る 少 な く と も １ つ で あ る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ｍ Ｔ Ｏ Ｒ パ ス ウ ェ イ お よ び Ａ ｋ ｔ パ ス ウ ェ イ の 下 流 因 子 が ｐ ２ ７ で あ る 、 請 求 項 １ ～  
３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 ｍ Ｔ Ｏ Ｒ パ ス ウ ェ イ お よ び Ａ ｋ ｔ パ ス ウ ェ イ の 上 流 因 子 が 、 Ｆ Ｇ Ｆ １ お よ び Ｉ Ｌ Ｐ か  
ら な る 群 よ り 選 ば れ る 少 な く と も １ つ で あ る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法  
。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 遺 伝 子 が 、 成 長 調 節 関 連 遺 伝 子 と し て 、 Ａ Ｍ Ｐ Ｋ 、 Ｔ Ｂ Ｃ １ Ｄ ７ 、 Ｔ Ｓ Ｃ １ 、 Ｔ Ｓ  
Ｃ ２ お よ び Ｐ Ｄ Ｋ か ら な る 群 よ り 選 ば れ る 少 な く と も １ つ を 含 み 、 前 記 工 程 が 、 当 該 成 長  
調 節 関 連 遺 伝 子 ま た は そ の 転 写 産 物 も し く は 翻 訳 産 物 の 機 能 を 阻 害 す る よ う 調 節 す る こ と  
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を 含 み 、 前 記 十 脚 目 に 属 す る 動 物 の 成 長 を 促 進 す る よ う 調 節 す る も の で あ る 、 請 求 項 １ ～
５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 成 長 調 節 関 連 遺 伝 子 が 、 少 な く と も Ａ Ｍ Ｐ Ｋ と Ｔ Ｓ Ｃ １ ま た は Ｔ Ｓ Ｃ ２ と を 含 む 、  
請 求 項 ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 遺 伝 子 が 、 成 長 調 節 関 連 遺 伝 子 と し て 少 な く と も Ａ ｋ ｔ を 含 み 、 前 記 工 程 が 、 当 該  
成 長 調 節 関 連 遺 伝 子 ま た は そ の 転 写 産 物 も し く は 翻 訳 産 物 の 機 能 を 増 強 す る よ う 調 節 す る  
こ と を 含 み 、 前 記 十 脚 目 に 属 す る 動 物 の 成 長 を 促 進 す る よ う 調 節 す る も の で あ る 、 請 求 項  
１ ～ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 遺 伝 子 が 、 成 長 調 節 関 連 遺 伝 子 と し て 少 な く と も Ａ ｋ ｔ を 含 み 、 前 記 工 程 が 、 当 該  
成 長 調 節 関 連 遺 伝 子 ま た は そ の 転 写 産 物 も し く は 翻 訳 産 物 の 機 能 を 阻 害 す る よ う 調 節 す る  
こ と を 含 み 、 前 記 十 脚 目 に 属 す る 動 物 の 成 長 を 抑 制 す る よ う 調 節 す る も の で あ る 、 請 求 項  
１ ～ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 遺 伝 子 が 、 成 長 調 節 関 連 遺 伝 子 と し て 少 な く と も Ｐ Ｔ Ｅ Ｎ を 含 み 、 か つ 脱 皮 関 連 遺  
伝 子 と し て 少 な く と も Ｍ Ｉ Ｈ を 含 み 、 前 記 工 程 が 、 当 該 成 長 調 節 関 連 遺 伝 子 お よ び 脱 皮 関  
連 遺 伝 子 ま た は そ れ ら の 転 写 産 物 も し く は 翻 訳 産 物 の 機 能 を 阻 害 す る よ う 調 節 す る こ と を  
含 み 、 前 記 十 脚 目 に 属 す る 動 物 の 成 長 を 促 進 す る よ う 調 節 す る も の で あ る 、 請 求 項 １ ～ ５
の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 遺 伝 子 ま た は そ の 転 写 産 物 も し く は 翻 訳 産 物 の 機 能 の 調 節 が 阻 害 で あ り 、 Ｒ Ｎ Ａ 干  
渉 法 （ Ｒ Ｎ Ａ ｉ 法 ） 、 ア ン チ セ ン ス 法 ま た は ゲ ノ ム 編 集 に よ る 、 前 記 遺 伝 子 の 発 現 の 抑 制  
に よ り 行 わ れ る 、 請 求 項 １ ～ ７ 、 ９ ～ １ ０ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
（ i ） Ａ Ｍ Ｐ Ｋ 、 Ｔ Ｂ Ｃ １ Ｄ ７ 、 Ｔ Ｓ Ｃ １ 、 Ｔ Ｓ Ｃ ２ お よ び Ｒ ｈ ｅ ｂ か ら な る 群 よ り 選 ば  
れ る 少 な く と も １ つ の ｍ Ｔ Ｏ Ｒ パ ス ウ ェ イ の 因 子 、
（ i i ） Ａ ｋ ｔ パ ス ウ ェ イ の 因 子 、
（ i i i ） ｍ Ｔ Ｏ Ｒ パ ス ウ ェ イ お よ び Ａ ｋ ｔ パ ス ウ ェ イ の 上 流 因 子 、 お よ び
（ i v ） ｍ Ｔ Ｏ Ｒ パ ス ウ ェ イ お よ び Ａ ｋ ｔ パ ス ウ ェ イ の 下 流 因 子
　 か ら な る 群 よ り 選 ば れ る 少 な く と も １ つ の 成 長 調 節 関 連 遺 伝 子 と 、
　 任 意 選 択 で さ ら に 脱 皮 関 連 因 子 よ り 選 ば れ る 少 な く と も １ つ の 脱 皮 関 連 遺 伝 子 と
を 含 む 遺 伝 子 の 機 能 、 ま た は そ の 転 写 産 物 も し く は 翻 訳 産 物 の 機 能 が 調 節 さ れ て い る 、 十  
脚 目 に 属 す る 動 物 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 遺 伝 子 が 、 Ｅ ｃ Ｒ 、 Ｋ ｒ － ｈ １ 、 Ｍ ｅ ｔ お よ び Ｍ Ｉ Ｈ か ら な る 群 よ り 選 ば れ る 少 な く  
と も １ つ の 脱 皮 関 連 遺 伝 子 を 含 む 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 動 物 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 Ａ ｋ ｔ パ ス ウ ェ イ の 因 子 が 、 Ａ ｋ ｔ 、 Ｆ Ｏ Ｘ Ｏ 、 Ｐ Ｄ Ｋ お よ び Ｐ Ｔ Ｅ Ｎ か ら な る 群  
よ り 選 ば れ る 少 な く と も １ つ で あ る 、 請 求 項 １ ２ ま た は １ ３ に 記 載 の 動 物 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 ｍ Ｔ Ｏ Ｒ パ ス ウ ェ イ お よ び Ａ ｋ ｔ パ ス ウ ェ イ の 下 流 因 子 が ｐ ２ ７ で あ る 、 請 求 項 １ ２  
～ １ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 動 物 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 ｍ Ｔ Ｏ Ｒ パ ス ウ ェ イ お よ び Ａ ｋ ｔ パ ス ウ ェ イ の 上 流 因 子 が 、 Ｆ Ｇ Ｆ １ お よ び Ｉ Ｌ Ｐ か  
ら な る 群 よ り 選 ば れ る 少 な く と も １ つ で あ る 、 請 求 項 １ ２ ～ １ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の  
動 物 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 遺 伝 子 が 、 成 長 調 節 関 連 遺 伝 子 と し て 、 Ａ Ｍ Ｐ Ｋ 、 Ｔ Ｂ Ｃ １ Ｄ ７ 、 Ｔ Ｓ Ｃ １ 、 Ｔ Ｓ Ｃ  
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２ お よ び Ｐ Ｄ Ｋ か ら な る 群 よ り 選 ば れ る 少 な く と も １ つ を 含 み 、 当 該 成 長 調 節 関 連 遺 伝 子  
ま た は そ の 転 写 産 物 も し く は 翻 訳 産 物 の 機 能 を 阻 害 す る よ う 調 節 さ れ 、 前 記 十 脚 目 に 属 す  
る 動 物 の 成 長 を 促 進 す る よ う 調 節 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ２ ～ １ ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の  
動 物 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 成 長 調 節 関 連 遺 伝 子 が 、 少 な く と も Ａ Ｍ Ｐ Ｋ と Ｔ Ｓ Ｃ １ ま た は Ｔ Ｓ Ｃ ２ と を 含 む 、 請  
求 項 １ ７ に 記 載 の 動 物 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 遺 伝 子 ま た は そ の 転 写 産 物 も し く は 翻 訳 産 物 の 機 能 の 調 節 が 阻 害 で あ り 、 体 内 に 、  
Ｒ Ｎ Ａ 干 渉 法 （ Ｒ Ｎ Ａ ｉ 法 ） に よ る 前 記 遺 伝 子 の 発 現 抑 制 用 の 二 本 鎖 Ｒ Ｎ Ａ ま た は ベ ク タ  
ー 、 前 記 遺 伝 子 の 機 能 が 欠 損 し た 染 色 体 、 あ る い は 前 記 遺 伝 子 の 翻 訳 産 物 ま た は そ の 受 容  
体 に 対 す る 阻 害 剤 を 含 む 、 請 求 項 １ ２ ～ １ ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 動 物 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 実 施 例 １ に お け る 、 Ｔ Ｓ Ｃ ２ 機 能 阻 害 区 （ T S C 2 R N A i ） と 対 照 区 と し  
て の Ｇ Ｆ Ｐ 機 能 阻 害 区 （ G F P R N A i ） の 成 長 の 違 い に 関 す る 結 果 を 表 す 。 ［ Ａ ］ Ｔ Ｓ Ｃ ２  
機 能 阻 害 個 体 （ 開 始 ２ ５ 日 後 ） と 対 照 区 （ 開 始 ３ １ 日 後 ） の 個 体 の 体 サ イ ズ の 比 較 （ 開 始  
時 個 体 重 は と も に ２ ８ ｍ ｇ ） 。 ［ Ｂ ］ 実 験 開 始 後 の 経 過 日 数 に 対 す る 個 体 重 の 推 移 。 脱 皮  
１ 日 後 に 個 体 重 の 計 測 を 行 っ た 結 果 に 基 づ き 、 経 過 日 数 に 対 す る 個 体 重 の 関 係 を 線 形 回 帰  
分 析 に よ り 分 析 し た 。 そ の 結 果 、 １ 日 あ た り の 成 長 速 度 を 示 す 回 帰 係 数 は 、 対 照 区 に 対 し  
て Ｔ Ｓ Ｃ ２ 機 能 阻 害 区 に お い て 約 ２ 倍 の 値 を 示 し た 。 ［ Ｃ ］ 脱 皮 ご と の 個 体 重 増 加 率 の 推  
移 。 ［ Ｄ ］ 脱 皮 ご と の 脱 皮 間 隔 の 推 移 。 ［ Ｅ ］ 脱 皮 ご と の 個 体 重 の 推 移 。 Ｔ Ｓ Ｃ ２ 機 能 阻  
害 区 で は 、 脱 皮 成 長 量 が 増 加 す る と と も に 、 実 験 期 間 内 に 脱 皮 が １ 回 分 早 く な っ た 。 ＊ ：  
ｎ ＝ ７ ～ ９ ； S t u d e n t s '  t - t e s t ま た は W e l c h ' s  t - t e s t ； Ｐ ＜ ０ ． ０ ５ 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 実 施 例 ２ に お け る 、 Ｔ Ｓ Ｃ １ お よ び Ａ Ｍ Ｐ Ｋ の 同 時 機 能 阻 害 区 （ T S C 1
R N A i ＆ A M P K R N A i ） （ 開 始 １ ９ 日 後 ） と 対 照 区 （ G F P R N A i ） （ 開 始 １ ６ 日 後 ） の 体 サ  
イ ズ を 比 較 し た 写 真 で あ る （ 開 始 時 個 体 重 は と も に ２ ０ ｍ ｇ ） 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 ｍ Ｔ Ｏ Ｒ シ グ ナ リ ン グ パ ス ウ ェ イ の 概 略 図 で あ る （ J o u r n a l  o f  C e l l  
S c i e n c e  1 2 2 ,  3 5 8 9 - 3 5 9 4 .  d o i : 1 0 . 1 2 4 2 / j c s . 0 5 1 0 1 1 よ り 引 用 ） 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 実 施 例 ４ に お い て 作 成 し た 数 理 モ デ ル を 用 い て 脱 皮 前 の 個 体 の 状 態 か ら  
予 測 さ れ た 脱 皮 後 の 成 長 Ｐ Ｃ １ の 主 成 分 得 点 と 実 際 の 脱 皮 後 の 成 長 Ｐ Ｃ １ の 主 成 分 得 点 の  
関 係 を 示 す 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 実 施 例 ４ で 得 ら れ た 成 長 Ｐ Ｃ １ と の 遺 伝 子 発 現 量 の 相 関 を 示 す 。 ［ Ａ ］  
Ａ ｋ ｔ パ ス ウ ェ イ お よ び ｍ Ｔ Ｏ Ｒ パ ス ウ ェ イ の 上 流 リ ガ ン ド 候 補 因 子 と の 相 関 。 破 線 で 囲  
ま れ た Ｆ Ｇ Ｆ １ お よ び Ｉ Ｌ Ｐ の 2 因 子 の み に お い て 有 意 な 相 関 が み ら れ た 。 ［ Ｂ ］ ｍ Ｔ Ｏ  
Ｒ お よ び Ａ ｋ ｔ パ ス ウ ェ イ を 構 成 す る 因 子 の う ち 、 成 長 Ｐ Ｃ １ と 特 に 高 い 相 関 が み ら れ た  
も の 一 例 と し て Ｒ ｈ ｅ ｂ の 遺 伝 子 発 現 動 態 を 示 す 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 実 施 例 ４ の 表 ６ お よ び 表 ７ の 結 果 に 基 づ き 作 成 し た 、 各 遺 伝 子 の 発 現 動  
態 と 成 長 の 関 係 を 示 し た パ ス 図 モ デ ル で あ る 。
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